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小　売　業 166 212 156 5522 32，9 60
製造加工業 133 202 180





飲　食　業 136 207 204 10545　　24．5
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る点は注目すべきである。しかも「全責任を自分が負っている」という婦人の場合は「年金」への依
存よりも「自分の勤労収入」への依存割合（27；　3％）の方が多くなっているのも見落せない。さらに，
これを業種別にみた結果は第59図に示されるように，「夫の収入」と「自分の勤労収入」への期待感
は業種によって大きな差異がある。すなわち，「夫の収入」よりも「自分の勤労収入」に依存する割
合の方が多い業種は，飲食業（25．・4％），サービス業（20．5％），小売業（19．6％）であり，その反対
に「夫の収入」に依存する割合が高い業種は土木・建築業（23．7％），運送業（23．3％），製造加工業
（19．0％）である。こうした違いは，業者婦人の仕事のうえでの役割とも密接に関連していると思わ
れる。
　業者婦人にとって，たしかに老後の生活保障の問題はきわめて深刻な問題の1つとなっている。営
業と生活が不安定であればあるほど，老後の生活の問題を自分自身で悩み，なんとかしなければとい
う焦燥感にかられている婦人が多い。
　「国民年金を掛けても当てにならんし，商売人はちっとも保障されていない。自分たちの老後を考
えると，なんとかしなければならんと考えるんですが，これから先，国民年金はどうなるんでしょう
か。国民年金を掛けたらいいのかどうか，役所に相談に行ってもさっぱりわかりません」という大阪
のUさん（47才）の発言は，多くの業者婦人に共通する悩みを端的に物語っていると思う。
VI．業者婦人の意識と行動
（1）納税の自主申告と“自家労賃”
　商工自営業老にとって毎年3月の確定申告の時期は，大変忙しくなる。面倒な計算を連日夜ふけま
で帳簿や伝票類とにらめっこをしながら，いわれなき「クロヨン」攻撃や税務署の徴税攻勢に対処す
るために，誤りのない自主計算・自主申告のスジをとおすことは，並大低のことではないだろう。こ
うした面倒な実務は，事業主である夫よりも婦人の手で行う場合が多い（第60図）。
　また，それだけに，現行税制の不備や不公平さにたいする業者婦人の不満や怒りが沸騰する契機と
なる。毎日，早朝から夜おそくまで，働きすぎるくらい働いても，利益は年々減少するばかりである。
「なぜ，こんなに苦しくなるのか」，「いったい誰が儲けているのか」，「どうして税金がこんなに重く
なるのか」などの疑問について仲間同士で話し合うとき，不公平な税制と理不尽な税務行政に不満と
怒りが集中する。
　パートタイム労働者の場合，1年間の収入が79万円まで非課税で，しかも配偶者控除（29万円）も
認められている。
　ところが業老婦人の場合，家族従業者としての働き分が認められているのは，白色申告の専従者控
除が僅か40万円にすぎない。これは月当たりに換算すると，たった3万3，㎜円である。こうした事実
について，業者婦人はどのように思っているのだろうか。
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第60図　税金の自主計算，自主申告は誰がするか
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　第61図はこうした現行税制にたいする考えを集計したものである。「不公平だと思う」，家族従業老
である業老婦人の「働き分を認めてほしい」という回答を合わせると54．6％を占めており，半数以上
の業者婦人が「せめてパートなみの79万円まで専従老控除額を引き上げてほしい」と，強く望んでい
るこ．とを反映している。
　その半面，「こうした事実をしらなかった」（5．5％），「よくわからないのでなんともいえない」（16．9
％），「不公平だと思うがやむをえない」（5．1％）などの回答を合わせると27・5％になる。業者婦人の
4人に1人以上が“自家労賃”についての正しい理解と認識を，まだ持つにいたっていない状態を重
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視する必要があるだろう。そして，業老婦人の“自家労賃”要求は，働く婦人の権利であるという自
覚を高め，全国的な規模での要求運動の主柱の1つとして位置づけ，運動のいっそうの堀り下げが重
要であろう。
（2）業者婦人の地域とのつながり
　全婦協の『私たちのくらしと商売』では，業者婦人の地域とのつながりについて，その特徴を次の
ように要約している。業者婦人が地域活動のなかで果たしている重要な役割を考えるうえで示唆に富
む指摘が含まれていると思われるので，少し長いが原文のまま引用してみよう。
　「毎日の生活をいとなむ上で，地域とのつながりは深いかかわりをもち，営業の面でもくらしの面
からも切離して考えることはできません。毎日のくらしや必要な食料品や日用品などの商店は住民生
活と深いかかわりをもっています。また，これらの商店で売る品物をつくったり，卸したり，家や学
校を建てたりする業老もふくめ，地域の生活は中小零細業者なしには日常の生活は出来ないのです。
なかでも業老婦人は生活点にたつ婦人の感覚や要求では他階層と共通するものが多いことから地域活
動のなかでも重要な役割を果しています。
　この程，東京都がr都民の行動・意識と地域によるその特性に関する調査』をまとめ発表しました
が，そのなかの『近所づきあい』の項には『隣近所のつきあいを大事にしているのはパート，内職，
自営業などの自宅及び近隣を職業の場とする人たちに多い』という結果が出ています。このことから
も日常的に業老婦人が地域におよぼす影響の大きいことをものがたっています（P」。
　たしかに，商工自営業の多くは，事業主および家族の住居と営業の場所とが未分離であり，生産点
と家庭生活の場が地域空間的に同一であるという特質をもっている。そして，業者婦人は，地域密着
型の営業活動をつうじて地域の住民と日常的に結びつきを強めており，接客業務を分担する業者婦人
の場合は，とくに「隣近所のつきあいを大事に」せざるをえない立場におかれている。しかも，営業
と暮らしが地域に根ざしているだけに，業者婦人が地域活動のなかでも重要な役割を担っていること
は見逃がすことの出来ない重要な側面である。全婦協のアンケート調査では，直接，こうした側面に
スポットを当てた調査項目を用意しなかったが，これは今後に残された重要な課題であろう。
（3）臨調「行革」にたいする意見
　「政府・財界がおしすすめているr行革』についてどうお考えですか」という設問には，「反対」が
26．3％，「賛成」が12％で，調査時点におけるこの種の調査の結果と比較すると，臨調「行革」の意
図を正しく見きわめたうえでの「反対」の回答割合は，相対的に高いのではなかろうか。
　だが，’回答の多い項目順にみてみると，①「まだよく理解できていない」（31．9％），②「国民を犠
牲にしたr行革』だから反対」（26．3％），③「わからない」（19．6％），④「疑問はあるがやむをえな
い」（2．9％）⑤「個人としては賛成」（1．2％）という状況である。
　以上の回答を年齢別に集計した結果は第62図に示すとおりである。「国民を犠牲にしたr行革』だ
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第62図　臨調「行革」をどう考えるか（％）
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（注）A＝国民を犠牲にした「行革」だから反対。
B＝まだよく理解できていない。
C＝疑問はあるがやむをえない。
D二わからない。
E＝個入としては賛成。
F＝無回答。
から反対」という回答は，50代と60代の高齢婦人に比較的多く，「まだよく理解できていない」という
回答は，若い年代の婦人ほどその割合が多くなるという傾向を示している。さらに「わからない」とい
う回答も，20代と30代前半の若い婦人層に比較的多いのが特徴的である。こうした傾向は，若い業老
婦人の政治的な関心の低さを意味するものなのかどうか，なお慎重に吟味してみる必要があるだろう。
（4）国家予算についての関心度
　このアンケート調査が実施された時期における最大の政治的，経済的な論議の焦点は，昭和57年度
国家予算（案）の内容にっいてであった。これについて，業者婦人がどの程度知っているかを調査項
目に加えたことは，業者婦人の政治意識の状況を把握するうえでも，まさに時宜をえた設問であった
といえよう。
　調査の結果を全体としてみると，「あまりよくわからない」が一番多く36．9％を占め，「全く知らな
い」．の8・5％を合わせると45．4％におよんでおり，業老婦人の政治意識の動向を示唆するものとして
注目したい。ところが，「教育費や福祉が削られたのは知っている」という回答が31．4％を占め，第2
順位となっていることも見落せない。
　これを年齢別にみると，「あまりよくわからない」という回答は若い婦人ほど多くなる傾向を示し
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第63図　昭和57年度国家予算案の内容を知つているか
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ており，「新聞などでよく知っている」という回答は，高年齢の婦人ほど多くなるという特徴的な傾
向が把握される。これは要するに，国家予算（案）の内容について，若い婦人ほど知らない人が多
く，それとは対照的に高年齢の婦人ほどよく知っている人が多いことを意味している。
　けれども，「教育費や福祉が削られたのは知っている」という回答割合は，40～44才（33．9％）を
ピークに，30代と40代の婦人層が30％台で，他の年代層よりも比較的高い水準を示していることが注
目される。おそらくこの年代の業者婦人は，毎日，営業の第一線で働き，その責任と役割も大きいだ
けに，自分にふりかかる身近な問題の利害得失について，敏感に察知しうる知恵を習慣的に体得して
いるのかもしれない（第63図）。
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（5）業者婦人の相対的自立性と仲間意識
　業者婦人の日常的な悩みについては，営業上の悩み，生活上の悩み，子供についての悩みの3っに
分類し，それぞれの特徴的な傾向を前段において分析した。ここでは，さらに業老婦人の相対的自立
性を意識の面から把握する手がかりとして，「こまったことが起きた場合，誰に相談するか」につい
て設問した結果を検討してみよう。回答結果を年齢別に表示すると第12表のとおりである。
　相談する相手の選択は，明らかに年齢によって差異がみられる。まず，業老婦人の自立性を意味す
る点で「自分1人で考える」という回答状況が注目されるが，これは若い婦人よりも年齢の高い婦人
ほどその割合が高くなるという傾向を明瞭に示している。それとは反対に，「夫」，「親」，「友人」を相
談相手とするものは，20代，30代前半の若い婦人層にその割合が高い。「親と相談」するものの割合
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第12表　こまったことが起きた場合だれに相談するか（単位：％）
1・・代｝・・一・4　1　3S・－3g　1…－44145－491…－s4155－5gl・・－64　1651t以上
自分1人で考える
夫　に　相　談
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友　　　　　人
民商または婦人部
の人
民商事務局
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と「子どもと相談」するものの割合は，業老婦人の年齢の差異によって対照的な変化を示している。
つまり，「親と相談」するものの割合は若い婦人ほど高くなる傾向を示し，「子どもと相談」するもの
の割合は高齢の婦人ほど高くなるという傾向がみられる。
　次に注目すべき点は，「親せきの人」や「取り引き先の人」と相談するものよりも，「民商または婦
人部の人」，あるいは「民商事務局」と相談する婦人が多いことである。とくに民商関係老に相談する
割合は，年齢が高くなるにつれて多くなる傾向を示しており，とりわけ，民商事務局は，高齢の業者
婦人にとって「頼り甲斐のある存在」であることを物語っている。大阪のある高齢の婦人は，「民商
をやめたくないから，商売をつづけている」とまでいいきっていた。
　では，なぜ，民商が，とくに民商婦人部が業者婦人にとって，それほど魅力的な存在なのだろうか。
　かつて東京の台東区で夫と2人でモナカの皮を焼く仕事に従事してきたが，2年前に夫が急逝した
あと別の仕事に転業したというWさん（62才）は，自分の過去を静かに振り返ってみて，「女の自主性
のなさをしみじみと感じました。いままでの私にはいつも自由がなかった……」と述懐される。これ
は，ズシリとした年輪の厚みを感じさせる貴重な体験にもとついた発言であった。彼女の老後生活を
支えている生き甲斐は，「女の自主性」を取り戻すための運動一自分と同じ苦しみを体験している
多くの業老婦人と手を結び，業老婦人の地位向上と権利擁護のために日夜精力的に活動することに向
けられているように思われる。
　商工自営業にたずさわる業者婦人の多くは，日常的な営業と暮らしを支えるために忙しく，さまざ
まな悩みや苦しみを抱えながら，それを安心して打ち明け，相談する相手も見出せず，自分1人で思
い悩をでいる。そして，「この世の中で自分だけが苦労している」と思い込んでいる業者婦人が実に
多い。もちろん，rPTAに出かけても本当にバラを割って話せない。勤め人の奥さんには商売人の
苦労などわからないから……」とただおし黙っているほかにないという状態がつづく。
　人間はみな困難な問題にぶつかっているとき，自分の悩みや苦しみ，個人的な体験を誰かにきいて
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もらいたいという願望をもっている。そして，同じ仲間と話し合い，自分だけが苦労し，泣かされて
いるのではないということがわかったときの感激，そして仲間同士の励まし合い，助けあいによって
勇気が出て，より強固な連帯感に結びついたとき，組織が伸びて力が倍加する。業老婦人の自主的・
民主的組織は，こうした条件のもとで発展し，婦人運動のなかで無視出来ないほどの重要な一翼を担
って前進しつっある。
　「自分らの悩みをなんでも話せる。みんなで話をすることに生き甲斐を感じる」。「夜の集会には気
分転換になるので，つとめて出席するようにしている。日頃のストレスをいっぺんに発散させること
が出来て楽しい」。4～5人から10人前後の地域の業老婦人の集りは，気のおけない仲間同士の交流
の場として，彼女たちにとっては，かけがえのない“社交場”であり，　“息抜きの場所”であり，そ
して“自己啓発ttの機会でもある。
　業者婦人が働くものとしての自覚と権利意識を高め，正当な要求をみんなの力を結集して実現させ
ていくことに確信をもったときには，運動はたくましく飛躍的に前進するものである。「仲間が母親
大会に参加するのに10万円の費用がいるというので，みんなでウドンを売って10万円をすぐに稼い
だ」という宮城県気仙沼民商婦人部では，仲間同士の結束も固く，抜群の行動力を誇りにしている。
印刷業を営んでいるAさん（48才）は，業者婦人としての仲間意識，連帯感の大切さについて次のよ
うに自己の初体験を快活に語ってくれた。
　「民商に入ってから1年もたたないうちに，はじめて全婦協の総会（第7回定期総会，1981年4月）
に行ったんです。東京の晴見会場に着いたときは，すごくビックリしました。こんなにも大勢の同じ
仲間がいたのかと思うと，アラーッと叫んでしまい，ジーンと胸が熱くなったんです。気仙沼から私
ともう1人の仲間が参加したんですが，汽車に乗ってはじめて顔を合わせたのです。上野まで2人で
しゃべりどおしでね。本当によかった。楽しかった。ああいう大きな集会に出て行くことは，実に大
事なことだと思いました。」
　屈托のない，底抜けに明朗・快活な話ぶりのAさんは，東北人独得のねばり強さと人情味ゆたかな
人柄で多くの業者婦人から親しまれ，信頼されているが，こうした婦人たちが社会の矛盾を見抜き，
権利意識にめざめたときは，驚嘆すべき活動力を発揮するものである（2）。
（注）
（1｝全国商工団体連合会婦人部協議会r私たちのくらしと商売一全国の業者婦人の実態調査一』，1982年10月，
　39～40ページ。
②　全婦協第8回定期総会方針には，「婦人は話しあい，納得すれば大きなカを」と題し，次のように明記さ
　れている。「大企業のしわよせを集中的に負わされている業者婦人は，困難に耐えるたくましさと，勤労婦
　人として真実を見抜く力を本来持っています。
　それだけに，苦しみの原因，真実が知らされ納得すればすばらしい行動力を発揮しています」（全商連婦
　人部協議会第8回定期総会特集r力と心をひとつに』Na9，1982年8月，24ページ）。
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おわりに
　今日，多くの業者婦人は，不況の深まりとともに，営業と暮らしを支え，家事・育児の負担も重く
なって，健康をそこない，母性破壊から，自殺・離婚などの生活破壊にまでおよぶ深刻な状態におか
れている（1）。こうした業老婦人の就労と生活・意識の実態を多面的な角度から把握し，実情に即した
対策一商工自営業を真に活性化するための抜本的な中小商工振興対策の実施とあわせて，業者婦人
の地位向上と権利擁護のための諸施策の実施を求める声が，全国各地において，日増しに強くなって
きている。
　そうしたなかで，業老婦人は大企業本位の自民党政治，とりわけ財界主導の臨調「行革」路線が福
祉と教育費を圧縮し，国民に多大の犠牲を強いることによって，果てしない軍拡と日米軍事同盟を強
化し，　「経済大国」から「軍事大国」へ，そして戦争への危険な道を突きすすむものであることを，
するどく見抜きはじめている。そして，子供と家庭のしあわせ，営業と暮らしの安定を願う日常的な
諸要求の実現とあわせて，平和を守る運動への取り組みの輪も急速にひろがってきている。
　とくに業老婦人は，長い生活経験と多様な要求をもっており，営業と暮らしが地域に根ざしている
だけに，地域の婦人運動の重要な役割を担って，地道な活動をねばり強くすすめている。
　とくに業老婦人の「健康と母性を守り地位向上をめざす活動（2）」のうち，注目すべき取り組みの成
果を列挙すれば，まず第1に，休業保障の実現，地位向上をめざす運動に取り組み，自治体に向けた
請願署名活動を展開し，長野県では県議会でこれを採択させたことによって全国の仲間を大きく励ま
した。
　第2に，この「業老婦人のくらしの実態調査」に取り組むなかで，改めて営業と暮らしの実態が見
直され，なかでも従業員を減らしてその分を婦人が働いても，所得税法では40万円しか専従者控除が
認められていない矛盾，病気やケガをしてもなんの保障もない不安，老後の問題には深刻な生活保障
と後継者難の問題などが浮き彫りにされ，「国保に傷病手当・出産手当を」，「自家労賃を認めよ」と
いう要求運動を推進する強力な裏付けになったといわれている。
　第3に，集団検診や子宮ガン検診の取り組みも強められ，子宮ガン検診では自治体で検診させる成
果もかちとっている。
　第4に，国際婦人年の中間年を迎えたなかで，業者婦人の地位向上をかちとる運動もすすみ，神奈
川，青森両県では，県に働きかけて「婦人の地位向上プラン」基本計画のなかに「家内労働および農
林漁業，商工自営業等に従事する女性の労働条件向上」などの施策を取り上げさせ，昭和57年度に
「商工自営業婦人の生活実態調査」〔調査対象＝神奈川県内の小規模事業所の事業主（女性）おまび配
偶者（女性）7，000人（抽出）〕を実施させるなどの成果をあげて，注目されている（3）。
　第5に，青森市では1982年11月，年末保育実行団体（青森民商婦人部も参加）と市当局との交渉の
成果として，年末保育（12月29，30日の2日間）を市の責任で開設するとの確約を出り付け，全国で
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も初の年末保育として各方面から注目されている（4）。
　　以上，業者婦人の要求運動は80年代になってから全国的な規模での取り組みをはじめ，各県段階，
各地域レベルにおける多面的な活動もつみ重ねられ，地域住民の各層が営業と生活を守る共通の要求
で協力，共同して活動をすすめている（5）。
（注）
〔1）植田晃子「消費不況に苦しむ業者婦人の実情」『経済』1982年3月号，同「不況にあえぎ，切実な要求をも
　　つ業者婦人」『大阪民主新報』1982年9月11日。
②　全婦協，前掲，rカと心をひとつに』，22ページ。
（3｝神奈川県『かながわ女性フ゜ラン』1982年6月，55～56ページ，および129ページ。
（4）　『全国商工新聞』1982年12，月6日。
〔5）吉谷泉「中小業者運動の発展と展望」，渡辺睦編r80年代の中小企業問題』，新評論，1982年4月，271ペ
　　ージ以下参照。
Zur　Lebens－und　BewuBtseinslage　der　selbst鼓ndig
　　　　　　gewerbetreibenden　Frauen　in　Japan
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mutsumi　WATANABE
　　Infolge　der　lang　anhaltenden　Flaute　befinden　sich　die　Kleinunternehmer，　die　als　selbstlindig　Gewerbetr－
eibende　zur　untersten　Schicht　der　mittleren　und　kleinen　Betriebe　geh6ren，　seit　letzter　Zeit　in　besonders
schwieriger　Situation．　Da　gibt　es　nicht　wenige　Kleinunternehmer，　deren　Geschaft　und　Lebeshaltung　durch
wachsende　Finanzschwierigkeiten　immer　mehr　bedroht　sind．
　　Die　Aufgabe　des　vorliegenden　Aufsatzes　besteht　einerseits　darin，　die　Finanzlage　der　selbstandig
gewerbetreibenden　Kleinunternehmer　an　konkreten　Beispielen　zu　erforschen，　und　andererseits　die　Arbeits－
und　Lebensbedingungen　von　selbsttindig　gewerbetreibenden　Frauen，　die　sich　neben　ihrer　Arbeit　auch　mit
dem　Haushalt　und　der　Kinderpflege　beschaftigen，　ins　klare　Licht　zu　rUcken．
　　Die　folgende　Analyse　basiert　auf　dem　Ergebnis　einer　Ulnfrage，　die　der　Rat　der　Frauenabteilung　des
Gesamtlapanischen　Verbandes　gewerbetreibender　Kleinunternehmer（Mitgliederzahl：80，319．　Stand：20．
Juni　1982）in　der　Zeit　vom　Febrtiar　bis　zum　Mlirz　1982　veranstaltet　hat．　Diese　Befragung　gilt　wohl　als
erster　Versuch　im　Lande，　zulnal　sie　die　selbsttindig　gewerbetreibenden　Frauen　durch　eigene　Initiative　im
gesamtjapanischen　MaBstab　organisiert　haben，　Die　endgUltige　Zahl　der　ausgefUIIten　Frageb6gen　belauft
sich　auf　ca．30，000；davon　konnten　aber　23，199　Frageb6gen　durch　den　Computer　verarbeitet　werden．
　　Der　vorliegende　Aufsatz　besteht　hauptsachlich　aus　vier　Themenkreisen：1）Finanzlage　der　selbstandig
gewerbetreibenden　Kleinuntemehmer，2）Arbeitsbedingungen　der　gewerbetre三benden　Frauen，3）Lebensver・
haltnisse　der　gewerbetreibenden　Frauen　und　4）BewuBtsein　und　Praxis　der　gewerbetreibenden　Frauen．
Die　Lebens－und　BewuBtseinsform　der　selbsttindig　gewerbetreibenden　Frauen　htingen　von　der　Art　ihrer
Arbeit，　ihrer　Rolle　in　der　Arbeit，　der　Zusammensetzung　ihrer　Familie，　der　Zahl　von　Beschaftigten　aus
ihrer　Familie　sowie　von　auBerhalb　usw．　in　erheblichem　MaBe　ab．　Im　vorliegenden　Aufsatz　wird　nicht
zuletzt　der　Versuch　unternommen，　diese　Wechselbeziehungen　einer　eingehenden　Analyse　zu　unterziehen．
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